

























































































































































































































































のテーマに取り組んだ。「女性─自由社会における女性の地位」（“Woman, and her Place in a Free
Society”）に続き「結婚」（“Marriage in Free Society”）のテーマにも切り込んだが、彼自身が結
婚の経験もなければそれから逃げていたためもあってか、踏み込み不足の中途半端なもの
に終わった。そしてついに、自己にとってもっとも切実でありながらも禁断のテーマに手
を付けた。1894 年に「同性の愛と自由社会におけるその地位」（“Homogenic Love, and its Place
in a Free Society”）を発表したのである。これら四本の論稿をまとめて一冊の本にしようと
したのが『成熟の愛』（Love’s Coming of Age: A Seriese of Papers on the Relations of the Sexes）である。
だが、これが刊行されたのは 1896 年のことであり、オスカ ・ーワイルド裁判でイギリス社
会に同性愛に対する激しい嫌悪感が充満していたことから、最後の同性愛についての論稿





ジョン・アディントン・シモンズとの文通の始まりは、1892 年の 2 月頃からと思われる。




















































































紙（93 年 1 月 21 日付）では、シモンズはカーペンターに次のような提案をしている。
あなたが我々に手記を書き終えたら、私に送ってくださるほうがいいのではないで
しょうか。もちろん H.E.は全体に目を通すでしょう。しかしあなたが彼に直接提出す
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